
 

Study on the effect on the surrounding ground due to removal and 

backfilling of existing piles  Part 9: Results of additional 

investigation in the Kanaetsu area of Inashiki (sounding test) 

NEGISHI Toshimasa，YAMAMOTO Yuji, 

TSUJI Yasuhiko，FURUYA Kohei，NAWA Yoshiyasu，

MATSUE Shigehisa 

 

既存杭撤去・埋戻しに伴う周辺地盤への影響（緩み）に関する研究 

（その 9）稲敷金江津地区における追加調査結果（サウンディング調査） 

正会員 

 

○ 根岸 利昌*1    山本 裕司*2  同 辻 靖彦*3 

同 古谷 浩平*4    名和 義恭*5  同 松江 繁尚*6 

 

既存杭 撤去 ケーシング径 

杭間の干渉 サウンディング 電気式コーン貫入試験 

 

1. はじめに 

本稿は、既存杭撤去・埋戻し時に周辺地盤の緩みに関

する影響調査を実施し、調査結果の収集および分析を行

っている稲敷金江津地区において追加の地盤調査を行っ

たものである。 

既存杭の撤去として、総プロ「建築物と地盤に係る構

造規定の合理化による都市の再生と強靭化に資する技術

開発」において試験杭2本および反力杭2本の合計4本が新

たに撤去されたため、引き抜きに伴う周辺地盤への影響

評価のための追加地盤調査として、本稿（その9）では調

査の概要およびサウンディング調査結果、（その10）では

ボーリング孔を利用した調査結果について報告する。 

 

2. 概要 

（1）調査対象の概要 

試験場所：茨城県稲敷郡河内町金江津地区 

（ 利根川沿の沖積低地 ） 

杭 4 本が撤去されていることから以下の項目を対象とした。 

・ケーシング径が異なる場合の影響範囲と程度（ 単杭 ） 

・ケーシング近傍における影響の程度（ 離れ 0.2m ） 

・複数本の杭撤去による撤去干渉の影響（ 杭間 ） 

 

（2）地盤調査の概要 

地盤調査は、単杭の引き抜きに伴う杭周辺地盤の変化

を調査するためにﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔を利用した調査（SPT､PS 検

層）とサウンディング調査(CPT)を実施した。併せて数値

解析用として強度定数等を把握するための三軸圧縮試験

等を実施した。また、撤去対象杭が 4 本であったことか

ら複数本の杭撤去による撤去干渉の影響確認も行った。

図 1 に調査位置、表 2 に調査事項を示す。 

 

3. サウンディングを利用した調査結果 

（1）サウンディングの調査内容 

地盤の緩み等の評価を目的として、20 地点で電気式コ

ーン貫入試験（Cone Penetration Test 以下：CPT）を実施

した。今回の CPT 調査では撤去ケーシング端から 0.2m 離

れの地点の調査も実施した。調査地点の配置は既存杭撤

去時のケーシング端を基準位置としている。実施した調

査は既存杭撤去後の事後調査であり、既存杭撤去前の事

前調査は，令和 2 年度に実施した調査結果 1)を用いた。 

測定項目は、「先端抵抗（qc）、周面摩擦（fs）、間隙水

圧（u）」の 3 項目で、それらを用いて換算Ｎ値を算出した。  

表 1 撤去対象杭の仕様 

表 2 地盤調査の方法と項目 

図 1 調査地点の配置 
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（2）ケーシング近傍(0.2m 離れ)の調査について 

今回の CPT 調査では撤去ケーシング端から 0.2m 離れの

位置にて調査を実施した。比較対象として撤去ケーシン

グ端から 0.5m 位置の調査結果を追記した（図 2）。 

図 2 より、調査結果は原

地盤の地層状況が把握でき

ており深度分布の傾向は同

じである。0.5m離れの結果

と比較して部分的に 0.5m

離れのほうがやや数値が大

きいことが確認できる。ま

た換算 N 値 2~4 で分布して

いる柔らかい粘性土層の

Ac１層においても測定項目

（先端抵抗、周面摩擦、間

隙水圧）を得られており微

小な変化が確認される。 

（3）撤去ケーシング径の違いを考慮した緩み程度の評価 

杭撤去に伴う地盤の緩みに与える撤去ケーシング（撤

去杭径）の影響評価は、令和 2 年度以降より実施した調査

結果のうち CPT 調査について述べる。 

ケーシング端距離と低減率の関係を図 3 に示す。低減率

は、「各層の事後調査による換算 N値 / 各層の事前調査に

よる換算 N値」により算出し、左列の X軸はケーシング端

を基準とした場合の距離、右列の X軸はケーシング端から

の距離をケーシング径で除し無次元化したものである。 

図 3 より多少のバラツキはあるもののケーシング端から

離れるにつれ、左列および右列ともに低減率が事前調査

の値 1.0に近づく傾向が令和 2 年度の調査同様に確認でき

る。また後述されるボーリング調査 2)と比べてバラツキの

収まりがよく、低減率の下限値はケーシング近傍位置

（0.2m 離れ）においても「0.5」付近でおさまっている。 

CPT 調査からの既存杭撤去による地盤の緩みの影響が

みられなくなる距離は、ケーシング端からの実距離で

1.5m～2.0m 程度、ケーシング径の 1.5 倍程度でありケーシ

ング径が大きい場合でも 2.0m 程度まで離れると収束傾向

がみられた。 

 

（4）撤去杭の干渉影響を考慮した緩みの程度の評価 

複数杭の相互干渉の影響検討は「試験杭1~反力杭2間」

の CPT 調査の結果を用いて行った。As1 層の結果を図 4 に

示すが他層での CPT 調査結果を含め、複数本の杭撤去に

よる明確な撤去干渉の影響は確認できなかった。

4．まとめ 

ケーシング近傍(0.2m 離れ)においても CPT 調査であれ

ばデータを多く追記することが可能で、既存杭撤去によ

る地盤の緩みの影響は、ケーシング端からの実距離で

1.5m～2.0m 程度まで離れると収束傾向がみられた。ケー

シング端から離れるにつれ低減率が事前調査の値 1.0 に近

づく傾向は令和 2 年度の調査同様に確認できた。 

本調査は、（一社）建築基礎・地盤技術高度化推進協議

会（ALLF）「既存杭撤去に伴う周辺地盤への影響検討委

員会」の一環として行われたものである。 

 

 

 

 

図 2 ケーシング端近傍(0.2m 離れ)の換算 N値
(CPT) 

図 3 ケーシング端距離と低減率の関係（CPT 調査） 

図 4 「試験 1~反力杭 2 間」で行った CPT 調査結果 
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